
2025年10月27日

１．農園・圃場データ

■農園データ・調査項目

農園名

採土日

調査項目

分析機関

■圃場データ

圃場１

土壌分類

栽培作物

圃場２

土壌分類

栽培作物

圃場３

土壌分類

栽培作物

圃場４

土壌分類

栽培作物

圃場５

土壌分類

栽培作物

＊1　日本土壌インベントリー（https://soil-inventory.rad.naro.go.jp/）より

里の家（今回分析なし）

多腐植性厚層アロフェン質黒ボク土

ダイズ

富士山（今回分析なし）

多腐植性厚層アロフェン質黒ボク土

ダイズ

はちいち農園（SOYSCREAM JAPAN）

2025年8月15日

炭素量/窒素量/CN比、一般生菌数/大腸菌最確数

(株)川田研究所、日本食品分析センター

ダイズ

Harvest commons

多腐植性厚層アロフェン質黒ボク土

夏野菜

テラバタケ

多腐植性厚層アロフェン質黒ボク土

ダイズ

鉄塔

中粗粒質腐植質灰色低地土
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■圃場画像

圃場１　テラバタケ（ダイズ）

圃場２　鉄塔（ダイズ）

圃場３　Harvest commons（夏野菜）
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２．土壌診断結果

■土壌診断サービス A 農業生産現場での地球温暖化防止貢献（全炭素量（C）、全窒素量（N）、C/N 比）

圃場１

2023/8/22 2024/8/19 2025/8/15

全炭素量（C）(g/Kg) 59.2 53.3 53.8 53.2

地質標準値の0.90倍(*3)の炭素を貯留

しており、2年間を通してほぼ変動な

し。

★☆☆

全窒素量（N）(g/Kg) 4.0 4.1 4.2 ー

C/N比 13.3 13.1 12.7 ★★★

圃場２

2023/11/13 2024/9/12 2025/8/15

全炭素量(g/Kg) 30.9 52.6 51.6 49.9

地質標準値の1.61倍(*3)の炭素を貯留

している、やや減少傾向だが、変動の

範囲の可能性もある。

★★★

全窒素量(g/Kg) 4.3 4.5 4.5 ー

CN比 12.2 11.5 11.1 ★★★

圃場３

ー ー 2025/8/15

全炭素量(g/Kg) 59.2 ー ー 73.8
地質標準値の1.25倍(*3)の炭素を貯留

している。
★★☆

全窒素量(g/Kg) ー ー 6.2 ー

CN比 ー ー 11.9 ★★★

圃場４

2023/11/13 2024/9/12 ー

全炭素量(g/Kg) 59.2 52.2 56.2 ー ー ー

全窒素量(g/Kg) 3.8 4.2 ー ー

CN比 13.7 13.4 ー ー

圃場５

ー 2024/9/12 ー

全炭素量(g/Kg) 59.2 ー 61.2 ー ー ー

全窒素量(g/Kg) ー 6.0 ー ー

CN比 ー 10.2 ー ー

＊2　同一地域の農地の標準的炭素貯留量：農研機構［土壌CO2吸収「見える化」サイト」（https://soilco2.rad.naro.go.jp/）から引用

＊3　当該圃場が地域の標準農地に比べ余分に貯留した炭素量の増加率

判定

検査項目 地質標準値(*2) 結果 判定

検査項目 地質標準値(*2)

検査項目 地質標準値(*2) 結果 判定

検査項目 結果 判定

測定値

測定値
地質標準値(*2)

Harvest commons

十分な窒素量があり、適正な炭素・窒

素バランス(C/N比：10～20）を維持

している。

ー

富士山（今回分析なし）

ー

測定値

測定値

測定値

里の家（今回分析なし）

検査項目 地質標準値(*2) 結果

十分な窒素量があり、適正な炭素・窒

素バランス(C/N比：10～20）を維持

している。

鉄塔

十分な窒素量があり、適正な炭素・窒

素バランス(C/N比：10～20）を維持

している。

テラバタケ

結果 判定
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■土壌診断サービスB-2 農地土壌の微生物の豊かさ（一般生菌数、大腸菌最確数）

圃場２

2023/11/13 ー 2025/8/15

一般生菌数 （1000万cfu/g） 1以上 65 ー 0.71
土１gに710万個の生きた細菌が存在

している。
★☆☆

大腸菌群数（1000cfu/g） 0.006 ー ー ー

大腸菌数（1000cfu/g） 非検出 ー ー ー

大腸菌最確数（30個/100g） ー ー 陰性 ★★★

圃場１

2023/8/22 2024/8/19 ー

一般生菌数 （1000万cfu/g） 1以上 85 7.2 ー ー ー

大腸菌群数（1000cfu/g） 0.47 0.018 ー ー

大腸菌数（1000cfu/g） 0.0028 非検出 ー ー

圃場４

2023/11/13 ー ー

一般生菌数 （1000万cfu/g） 1以上 8.8 ー ー ー ー

大腸菌群数（1000cfu/g） 0.004 ー ー ー

大腸菌数（1000cfu/g） 非検出 ー ー ー

３．考察

■土壌診断結果に基づく総合評価

圃場１

ー

里の家（今回分析なし）

テラバタケ（今回分析なし）

非検出が好ま

しい
ー

測定値
判定

判定
測定値

検査項目 指標 測定結果

測定結果

非検出が好ま

しい

大腸菌最確数は30個/100g未満で、作

物の菌汚染や公衆衛生上の問題はな

い。

鉄塔

測定値
判定

非検出が好ま

しい

・全炭素量は地質標準値（農研機構「土壌のCO2吸収「見える化」サイト」記載値）より10％程度低い値であり、過去の耕起型慣行栽培の影響

が残っていると考えられます。

・2023年以降、ほぼ一定値で推移していることから、この間に圃場に投入された総炭素量（有機物量）と圃場から持ち出された総炭素量（収穫

物として、土壌微生物等の呼吸によるCO2として）が拮抗していることが示唆されます。

・汎用されている「おから」由来の堆肥は窒素量が多い（C/N比低い）ため即効的窒素源として有用ですが、土壌の炭素貯留量の増大にはさほ

ど寄与しません。

・したがって圃場の炭素貯留量を高めるためには、不耕起栽培の作物残渣や雑草に加えて、より炭素比率（C/N比）の高い有機物の投入量を意

識的に増やす必要があると思われます。

・たとえば、周辺雑木林の落葉・落枝を炭素源とした堆肥の活用などが考えられます。

テラバタケ

検査項目 指標 測定結果

検査項目 指標

4/7



圃場２

圃場３

■農業生産現場での地球温暖化防止貢献について

圃場１

圃場２

圃場３

＊4　土壌炭素量(測定値)をCO2貯留量へ換算（1ha/深さ30cm)：圃場の仮比重(土壌密度)は農研機構「土壌CO2吸収「見える化」サイト」の値を使用

＊5　農研機構「土壌CO2吸収「見える化」サイト」の地質標準炭素量をCO2量に換算

＊6　増加量＝当該圃場が地域の標準的農地に比べて余分に吸収したCO2量

＊7　相当する世帯数＝増加量に相当するCO2量を排出する世帯数

（一世帯あたりのCO2排出量は環境省「家庭部門のCO2排出実態統計調査」の最新版を参照）

・全炭素量は地質標準値（農研機構「土壌のCO2吸収「見える化」サイト」記載値）より61％ほど大きな値でした。

・ただし2023年以降、やや減少傾向が認められるため、この間に圃場に投入された総炭素量（有機物量）が圃場から持ち出された総炭素量

（収穫物として、土壌微生物等の呼吸によるCO2として）に対して少ない可能性も否定できません。

・汎用されている「おから」由来の堆肥は窒素量が多い（C/N比低い）ため即効的窒素源として有用ですが、土壌の炭素貯留量の増大にはさほ

ど寄与しません。

・したがって圃場の炭素貯留量を高めるためには、不耕起栽培の作物残渣や雑草に加えて、より炭素比率（C/N比）の高い有機物の投入量を意

識的に増やす必要があると思われます。

・たとえば、周辺雑木林の落葉・落枝を炭素源とした堆肥の活用などが考えられます。

・一般生菌数は土１gに710万個と、みんな大地が土壌診断を行った有機栽培圃場の標準的な値ですが、２年前（11月検査）より大きく減少し

ていました。

・今年の夏は雨が少なかったことに加え、日射しが強く、圃場の地表温度が相当高い日が続いたとのことですので、極端な乾燥と高温の影響に

より地表近傍のバクテリア数が大幅減少したものと推察いたします。秋には回復すると考えます。

Harvest commons

・全炭素量は73.8g/Kgで、これまで調べたはちいち農園の圃場中、最も多くの炭素が貯留されている圃場です。

・地質標準値（農研機構「土壌のCO2吸収「見える化」サイト」記載値）に対しても25％ほど大きな値です。

・この圃場独自の管理方法が炭素貯留量の増大に寄与している可能性があるので、他圃場の管理方法との違いを吟味することをお勧めします。

・今後もこの高い炭素貯留量を維持するために、炭素比率（C/N比）の高い有機物の投入を意識的に行うことをお勧めします。

鉄塔

・圃場１ヘクタールあたりのCO2貯留量(*4)は「505トン」で、地質標準量(*5)「313トン」に対し「+192トン」多い(*6)結果です。

・これは、１ヘクタールあたり「78世帯分」(*7)の年間CO2排出量を、地域の標準的な畑より多く吸収していることに相当します。

・作物生産を通してCO2を土壌中に吸収することで、地球温暖化抑制へ貢献している農地です。

Harvest commons

・圃場１ヘクタールあたりのCO2貯留量(*4)は「601トン」で、地質標準量(*5)「482トン」に対し「+119トン」多い(*6)結果です。

・これは、１ヘクタールあたり「48世帯分」(*7)の年間CO2排出量を、地域の標準的な畑より多く吸収していることに相当します。

・作物生産を通してCO2を土壌中に吸収することで、地球温暖化抑制へ貢献している農地です。

・圃場１ヘクタールあたりのCO2貯留量(*4)は「433トン」で、地質標準量(*5)「482トン」に対し「-49トン」少ない(*6)結果です。

・これは、過去の耕起型慣行栽培などの影響が依然残っているためと考えられます。

・今後の圃場管理を通したCO2貯留量の増大が期待されます。

テラバタケ

鉄塔
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４．ご提案

圃場１

圃場２

圃場３

・この圃場には、これまで調査したはちいち農園の圃場の中で、最も多くの炭素（絶対値として）を貯留していました。

・この事は、炭素貯留の促進に寄与する、この圃場独自の管理方法がある可能性を示唆しています。

・その管理方法とは何なのか？ぜひ解明されることを期待します。「みんな大地」もお手伝いしたいと考えます。

テラバタケ

・全炭素量が2023年以降ほぼ一定値で推移していることから、この間に圃場に投入された総炭素量（有機物量）と圃場から持ち出された総炭素

量（収穫物として、土壌微生物等の呼吸によるCO2として）が拮抗していることが示唆されます。

・したがって全炭素量を高めるためには、先ずは圃場に投入する炭素（有機物）の絶対量を増やす必要があります。

・そのためには、不耕起栽培を通して作物残渣や雑草を残すことに加えて、より炭素比率（C/N比）の高い堆肥の投入が有効です。

・たとえば、周辺雑木林の落葉・落枝を炭素源とした堆肥の活用を検討されると良いでしょう。

鉄塔

・全炭素量は地質標準値を大きく上回るものの、2023年以降はやや減少傾向が認められるため、この間に圃場に投入された総炭素量（有機物

量）が圃場から持ち出された総炭素量（収穫物として、土壌微生物等の呼吸によるCO2として）に対して少ない可能性も否定できません。

・したがって全炭素量を高めるためには、圃場１と同様に、圃場に投入する炭素（有機物）の絶対量を増やす必要があると考えます。

・そのためには、不耕起栽培を通して作物残渣や雑草を残すことに加えて、より炭素比率（C/N比）の高い堆肥の投入が有効です。

・たとえば、周辺雑木林の落葉・落枝を炭素源とした堆肥の活用を検討されると良いでしょう。

・土壌バクテリアは、土壌動物とともに有機物を分解し、作物の成長に必要な養分を作り出すとともに、難分性有機炭素の生成を通して土壌へ

の炭素貯留を促進する役割を担います。

・今回の検査では、土壌バクテリア活性の指標となる「一般生菌数」が２年前に比べ大きく減少しましたが、夏場の地表近傍の極端な乾燥と高

温が影響したものと考えます。したがって、来年以降は真夏を避けたモニタリングをお勧めします。

Harvest commons
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ご参考）判定基準

以上

★★★ ★★☆ ★☆☆ ☆☆☆

土壌炭素 ＋30％以上 ＋10～30％ ±10％以内 －10％以下

C/N 10～20 ー ー 10以下、20以上

菌根菌胞子数 500以上 200以上 50～200 50以下

菌根共生率 一般 40％以上 20％以上 10～20％ 10％以下

ｱｶｻﾞ科、ｱﾌﾞﾗﾅ科 20％以上 10％以上 5～10％ 5％以下

一般生菌数 1億 cfu/g以上 1000万 cfu/g以上 100万～1000万 cfu/g 100万 cfu/g以下

大腸菌最確数 非検出＊ ー ー 検出

＊30MPN/100g未満
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